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憲法と国際人権条約の接合面を実証的に分析する試みとして、近年、盛
んになっている「司法対話」（judicial dialogue）に着目し、その具体的形態

の一つである、憲法裁判所・最高裁判所による外国法・判例法の参照につ
いて、比較実証研究を行っているGroppi教授をお招きして、司法対話の可
能性と課題についてご講演いただきます。

問い合わせ先：明治大学グローバルフロント10階410L
江島晶子（明治大学法学部教授・科研費基盤研究A研究代表）
globalconstitutionalim@gmail.com


